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徴を生かしながら、ハイブリッドに活用していくことこ
そが求められていくのではないだろうか。そこで本稿で
は、紙の地図帳と Web 地図、両者の特徴を整理したう
えで、それぞれを活用した授業例について考えてみたい。
筆者自身、試行錯誤を繰り返す毎日であり、まだまだ発
展途上の内容ではあるが、「地理総合」を担当される先
生方にとって、少しでも参考となる部分があれば幸いで
ある。

２　紙の地図帳の特徴と活用
　Web 地図の場合、見たい場所の名称を入力して検索
すれば、瞬時にその地点を表示させることができる。使
用する Web 地図にもよるが、多種多様な最新情報が表
示され、縮尺を変更したり、地図を動かして周辺地域に
移動したり、同地点の航空写真に切り替えたりすること
も容易である。このような、いわば「情報へのアクセシ
ビリティの高さ」は、紙の地図帳との決定的な違いであ
り、日常生活において Web 地図が盛んに用いられる理
由もここにあるだろう。しかし裏を返せば、Web 地図
では、見る側（または見せる側）が意図を持たずとも、
さまざまな情報が画面上に表示されてしまうということ
でもあり、ちょっとした操作で位置や表示情報が切り替
わってしまうため、授業時の活動等において複数生徒間
で情報共有する際などには留意する必要がある。
　一方、紙の地図帳には、地形や植生、地名や行政界、
土地利用などの状況をさまざまな記号を用いて表現して
いる「一般図」や、地域の自然環境や民族、産業といっ
た個別の主題を取り上げ、さまざまな調査資料や統計な
どを活用してグラフ化したり、その状況を表現したりし
た「主題図」が掲載されている。見たい場所の掲載ペー
ジを調べるためには索引を引く必要があり、また掲載さ
れている情報量も、Web 地図と比べれば限られる。し

１　はじめに
　Society5.0 とよばれる未来社会に向けた歩みが進むな
かで、『高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）』（以
下、学習指導要領）においても、「情報活用能力の育成」
が明記されており、これに伴って、学校現場の ICT 環境
の整備も急速に進展した。筆者が勤務する神奈川県にお
いても、県立学校の全生徒に対し Google アカウントが
付与され、すでに「Google for Education」の各種ツー
ルが、学校生活のあらゆる場面で活用されている。さらに、
2022 年度入学生からは、個人所有の１人１台端末を活
用した学習が本格的に開始され、筆者の勤務校では、ク
ラウド型授業支援アプリである「ロイロノート・スクール」

（以下、ロイロノート）も試験的に導入がなされている。
　このような「授業の ICT 化」が進むなか、新たな必
履修科目である「地理総合」はスタートした。「地理総
合」の学習指導要領を見ても、「教科用図書「地図」を
十分に活用するとともに、地図や統計などの地理情報の
収集・分析には、地理情報システムや情報通信ネットワー
クなどの活用を工夫すること」と明記されている。実際、

「Google Earth」や「地理院地図」といった Web 上の
地図関連サービス（以下、Web 地図）は、これまでの
紙の地図帳だけでは困難だったさまざまな活動が可能で
あり、大きな可能性を秘めているといえる。そして何よ
り生徒にとっても、日常生活で使う地図といえば、もは
や「Google マップ」などの Web 地図ばかりとなりつ
つある。
　では、地理の授業において、もはや紙の地図帳は不要
なのであろうか。筆者はそうではないと考える。むしろ、
地理的な見方や考え方を働かせ、課題を追究したり解決
したりする活動をしていくうえで、地図帳という教材は、
非常に有用な存在ではないだろうか。そして今後、地理
の授業においては、紙の地図帳と Web 地図、双方の特
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図１  ５  東南アジア
『新詳地理資料 COMPLETE 2022』別冊「地形図・白地図ワーク」p.23

の下、「地図帳などの資料の読み取りや考察・類推を通
じて、最終的に生徒が自力で “ 教科書本文の記載事項 ”
にたどりつく」ことを目指し、「そのためには、どの順
番で資料を提示し、途中でどのような問いを投げかけれ
ばよいだろうか？」ということを念頭に、授業展開を思
案した。
　さて、具体的な授業内容としては、『新詳高等地図』
および『新詳地理資料 COMPLETE 2022』（以下、資
料集）を用いた実践例として、「生活文化の多様性と国
際理解」の単元における、東南アジアでの自然環境を生
かした産業と人々の生活についての授業（55 分間）の
様子を紹介したい。なお、生徒はこの単元に先立って地
形や気候について学習しており、本時では、そのような
自然環境の特徴と東南アジアの人々の生活がどう関係し
ているのかを考察することを主題とした。
　まず、ウォーミングアップを兼ねて、資料集の別冊「地
形図・白地図ワーク」（以下、白地図ワーク）の p.23「５  
東南アジア」（ 図１  ）を用い、東南アジアの国名の空
欄補充作業に挑戦させる。同ワーク内では、国名以外に
も都市名や自然地域名も空欄が設けられているが、網羅
的に知識を習得させることが目的ではなく、この後、地

かし、これも見方を変えると、開くページを指示すれば、
複数生徒間で容易に情報を共有（統一）でき、どの地図
も空間的な広がりをとらえやすい適度な縮尺となってい
て、掲載されている情報も、地理学習に関わる情報のみ
に限定できているともいえる。
　『高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説 地理
歴史編』では、地理学習を通じて身に付ける地理的技能
として、①情報を収集する技能、②情報を読み取る技能、
③情報をまとめる技能の三つの技能が示されている。特
に、①情報を収集する技能については、身に付けるべき
背景として「情報技術の革新や情報化の進展により地理
情報（地域に関する情報）が増大し多様化する現代にお
いて、多種多様な資料を容易に得ることができるように
なっている。しかし、それらの中には、地理学習に結び
付かないような高度な情報や詳細過ぎる情報なども少な
くない」と示されており、「地理総合」においては、三
つの技能を身に付けるために「系統性に留意して計画的
に指導する」ことが求められている。すなわち、紙の地
図帳と Web 地図、双方の特徴を踏まえつつ、段階的に
地理的技能の習熟を図っていくために、基礎的・基本的
な①情報を収集する技能や②情報を読み取る技能を身
に付けることを意図した活動においては、必要十分かつ
統一された情報が掲載されている紙の地図帳を主に活用
し、②情報を読み取る技能をさらに高めたり、課題の追
究・解決等を通じて③情報をまとめる技能を身に付ける
ことを意図した活動においては、紙の地図帳や資料集に
加えて、Web 地図を積極的に活用していくべきといえ
るだろう。無論、中学校までの学習で、ある程度の地理
的技能は身に付けているであろう点や、Web 地図を利
用する場合は情報端末自体の操作技量等も活動に影響し
うることなども踏まえ、地域や生徒の実態に応じた配慮
が必要ではあるだろう。

３　紙の地図帳とWeb地図の活用例
　それでは、紙の地図帳と Web 地図の双方を活用した
実際の授業例を紹介したい。地図帳を用いる地理の授業
展開として、従来よく見られたものは、（１）教科書の
記載に則した講義中に地名等が登場→（２）地図帳・資
料集等を開いて確認させる、といった流れで、地図帳等
の資料を活用する場面が多かったように思える。しかし
今回は、紙の地図帳と Web 地図をそれぞれ活用した授
業例として、従来の授業とは逆順となるようなイメージ
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 a）～d）に緯度と経度を記入し，東アジアの地球上でのおおまかな位置をとらえよう。

2．朝鮮半島を分断する軍事境界線（停戦ライン）は，北緯何度付近に引かれているだろうか。　【　ア　30度　　イ　35度　　ウ　38度　】
3．下の解答欄に，自然地域名称（あ～ち）を記入し，図中の山脈は茶色，高原は紫色，砂

さ
漠
ばく
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4．下の解答欄に，国名・地域名（A～G）と都市名（①～⑧）を記入しよう。
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あ 大シンアンリン 山脈 け ゴビ 砂漠

い テンシャン（天山） 山脈 こ タクラマカン 砂漠
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ち ハイナン（海南） 島
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5 東南アジア

作業
1．赤道を赤色でなぞり，図中の空欄 a）・b）に緯度を記入して，東南アジアの地球上でのおおまかな位置をとらえよう。
2．下の解答欄に，自然地域名称（あ～つ）を記入し，図中のメコン川の流路を青色でなぞろう。
3．下の解答欄に，国名（A～J）と都市名（①～⑨）を記入しよう。
自然

あ 南シナ 海 さ バリ 島

い インドシナ 半島 し カリマンタン（ボルネオ） 島

う マレー 半島 す スラウェシ 島

え アンナン 山脈 せ ティモール 島

お メコン 川 そ ミンダナオ 島

か チャオプラヤ 川 た ニューギニア 島

き エーヤワディー 川 ち マラッカ 海峡

く トンレサップ 湖 つ ロンボク 海峡

け スマトラ 島

こ ジャワ 島

国名

A　ミャンマー

B　タイ

C　ラオス

D　カンボジア
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F　フィリピン
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H　シンガポール

I　ブルネイ
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②　バンコク

③　ビエンチャン

④　プノンペン

⑤　ハノイ

⑥　ホーチミン

⑦　マニラ

⑧　クアラルンプール
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東南アジアのページにも日本（九州・沖縄）が掲載され
ている。また、地図帳の「読図」、白地図ワークの「作業」
のいずれにおいても触れられているが、ここでは赤道が
通る位置についてもしっかりと押さえておきたい。少し
個人作業の時間を取った後、座席隊形を４人組のグルー
プの形へ切り替えて、個人での作業内容の共有・確認を
行った。筆者の授業では、頻繁にペアやグループでの活
動の時間を設けている。主体的・対話的な学びの機会を
増やすねらいもあるが、今回のような資料から情報を読
み取る活動の場面において、生徒間の教え合いを活発化
させることを通じて、生徒個々の読み取りの遅れや間違
いを少しでも補填したいといった意図も含んでおり、複
数生徒間で容易に情報を共有（統一）できる紙の地図帳
のほうが、こういった活動は取り入れやすい。
　さらに今度は、地図の読み取りに関する次のような問
いを記したワークシートを配付した。

・ジャカルタとバンコクでは、どのような気候の違いが
あるか。

・ミャンマー、ベトナム、タイ、カンボジアで共通して
栽培が盛んな作物は何か。

・インドシナ半島の主な河川の河口部に共通してみられ
る地形は何か。

・ワークシートの地形断面図は、東南アジアの国々のど
の首都どうしを結んだものが最も近いか。

　いずれの問いも、単語解答だけでなく、そのように判
断する理由も文章で記すよう求め、最初に５分程度、個

図帳から情報を読み取る活動につなげることがねらいで
あるため、自力作業は国名を中心に短時間で区切った。
　本時の主題からは脱線するが、この作業の際、「日本の
九州はどの辺りに位置するか？」と投げかけ、近くの座
席の人との相談・確認を促したうえで、各自の白地図ワー
クの余白に図示させた。というのも、学習指導要領では、

「地理総合」の学習内容の大項目として、「Ａ　地図や地
理情報システムで捉える現代世界」が掲げられ、その中
で「世界的視野から見た日本の位置」をとらえていくこ
とも求められている。この点において、筆者は「ざっく
りとした世界地図を頭の中でイメージできること」は大
切であると考えている。そのため、筆者の場合は年度当
初の授業時に、中学校段階の復習を兼ねて、赤道や本初
子午線の位置を確認するとともに、例えば「北緯 40 度、
東経 140 度：日本の秋田県（八郎潟）」や、「南緯 40 度、
東経 140 度：オーストラリア大陸南方」といった、頭の
中で世界地図をイメージする際の目印となる位置だけは
把握させており、この活動の中でも、「秋田県の辺りが
北緯 40 度、東経 140 度だったはずだから…」、「台湾の
すぐ近くに与那国島があった気がするから…」といった、
既習内容や何気ない知識と関連付ける発言もみられた。
　続いて、『新詳高等地図』の p.23 〜 24「①東南アジア」 

（ 図２  ）のページを開かせ、残る空欄に入る語句を地
図から読み取らせるとともに、東南アジアと日本（九州）
の位置関係を確認させた。なお、『新詳高等地図』の場合、

図２  ①東南アジア『新詳高等地図』p.23 〜 24
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人で考える時間を取った後、グループ協議を促した。ま
た、地形断面図については、資料集 p.238 に掲載され
ているものを参考に、筆者が「地理院地図」にて作成し、
ワークシートに印刷して配付する形をとった。
　グループ協議終了後、問いごとに解答とその理由を発
表させ、意見共有していくなかで、季節風（モンスー
ン）の影響をはじめとした気候的特色と大陸部と島嶼部
からなる東南アジアの地形的特色を確認した。その際、

『新詳高等地図』p.27 の「④モンスーンと降水量」につ
いての主題図（ 図３  ）と、資料集 p.239 に掲載され
ている「⑥トンレサップ湖の雨季と乾季」（ 図４  ）を
比較してみるよう促し、気候の学習を通じて学んだサバ
ナ気候の特徴が、地域の様子や人々の生活にどう影響す
るかを確認した。また、多くの生徒が東南アジアにおけ
る気候と稲作の関係については結び付けて説明できてい
たが、改めて『新詳高等地図』p.26 の「読図：稲作地
は、インドシナ半島ではどこに多くみられるか、川がつ
くる地形に着目して読み取ろう」という問いを基に、地
形の影響に着目させると、生徒からは「気候だけでなく
地形の特徴も稲作の分布に影響しているのか？」、「デル
タ地帯で盛んなことは分かるが、インドネシアの場合は
地形的に向いているとは思えない」といった声が挙がっ
た。そこですかさず、「ロイロノート」を通じて「Google 
Earth」上でのインドネシア（バリ島やジャワ島）の棚
田のストリートビュー画像の URL を共有し、各自の端
末からアクセスして閲覧するよう促した。その際、「棚
田の背後に富士山みたいな山がある」と述べた生徒がい
たことから、全生徒に「この地域の地形的な特徴は？」
と問いを投げかけると、「新期造山帯」「変動帯」「火山
や地震が多い」といった意見が相次いで挙がり、さらに
こちらが「似ていたのは山の形だけ？」と畳みかけると、

「気候は違うけれど、棚田で稲作という点は日本と同じ」
といった意見も出るに至った。
　ここで初めて教科書を開かせ、本文を丁寧に読んで、

東南アジアにおける稲作の発達と米食文化の様子につい
て確認させるようにした。その後、本文中に登場する二
期作や緑の革命といった用語について触れ、東南アジア
を取り巻く稲作の状況が、1970 年代以降大きく変化し
ていることを確認するとともに、では「なぜ変化が生じ
たのか？」「今後はどうなっていきそうなのか？」とい
う問いを投げかけ、ワークシート上に予想と本時の振り
返りを記入させたところで授業終了となった。
　以上が、１コマの授業の様子である。なお、筆者の勤
務校では、各学級に天吊プロジェクターが設置されてお
り、資料集の主題図や写真を用いて説明する際は、黒板
に投影する形をとった。仮に、これらを「ロイロノート」
等のクラウドサービスを用いて配信したり、オンライン
授業で用いる場合は、対面授業であったとしても公衆送
信にあたり、「授業目的公衆送信補償金制度」に基づく
申請等が必要となることに留意しなければならない。さ
らに、本時ではワークシートを紙面配付しているが、最
終的には振り返りコメント等を記入したうえで、各自
ワークシートを写真に撮り、授業終了時に「ロイロノー
ト」を通じて回収する形をとった。これも、本来であれば、

「ロイロノート」上で（電子ファイルで）配信・回収す
ることが可能であるが、筆者の勤務校では、「ロイロノー
ト」の利活用がまだ始まってまもないこともあり、家庭
学習や定期試験対策において、紙面資料を求める生徒の
声が大きいことから、このような形態をとっている。

４　おわりに
　教科書、資料集、紙の地図帳に加えて、Web 地図等
が登場し、地理の授業においては、指導者側も高度な情
報活用能力を求められる状況にあるともいえる。しかし、
目指すべきは、地図帳や Web 地図といった各種資料・
ツールの特徴を生徒自身が理解し、設定した課題の解決・
表現に適した手段を生徒みずから選択・活用していける
ような、情報活用能力の育成も意図した授業であろう。
そのためにも、まずは、紙の地図帳と Web 地図の双方
の特徴を指導者側が理解し、ハイブリッドに活用してい
くことが必要となっていくのではないだろうか。

図３  ④モンスーンと降水量『新詳高等地図』p.27

図４  ⑥トンレサップ湖の雨季と乾季『新詳地理資料 COMPLETE 2022』p.239
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Link p.255 3植民地支配の歴史

Link p.43 3季節風
（モンスーン）

　東南アジアは，インドシナ半島を中心とする大陸部と，
マレー半島と赤道をはさんで広がる島々からなる島

とう
嶼
しょ
部に

分けられる。新期造山帯の環太平洋造山帯とアルプス = ヒ
マラヤ造山帯の二つが接するため，地震や火山活動が活発
な地域となっている。

　東南アジアの気候は，「熱帯雨林気候（Af）と弱い乾季
のある熱帯雨林気候（Am）の地域」と「サバナ気候（Aw）
と温暖冬季少雨気候（Cw）の地域」に分かれる。前者では
一年中高温で，かつ降水量も多い。多種類の熱帯性植物
がうっそうと茂り，毎日午後からは強風を伴う激しい雨
（スコール）が降る。後者では，海洋と大陸の比熱の相違
から発生する季節風（モンスーン）の影響で乾季と雨季が
みられる。

季節風の影響を受ける気候

今も残る植民地時代の影響

➡❶マリーナベイ・
サンズから見たシン
ガポール海峡（シンガ
ポール）　シンガポール海
峡は，マラッカ海峡の東の
入り口にあたる。両海峡
は太平洋とインド洋を結
ぶ重要な航路の一つとし
て，古くからヨーロッパ
と東アジアを結ぶ多くの
船舶が行き来してきた。

➡❻トンレサップ湖の
雨季と乾季（カンボジア）
　トンレサップ湖は，雨
季になるとメコン川の水
流が逆流して増水し，天
然の洪水調整池の役割を
果たしている（写真左）。
雨季と乾季の最大水位差
は10m以上にもなり，乾
季には水が引いて湖が縮
小する（写真右）。

➡⓫東南アジア各
国の歩み　第二次
世界大戦以前の東南
アジアは，タイ以外
の国はすべて欧米諸
国の植民地支配を受
けていた。1945年
の終戦後，各国は次々
に独立したが，言語
や宗教，生活，文化
などには，現在も旧
宗
そう

主
しゅ

国
こく

の影響が色濃
く残っている。

⬅⓬ベトナムの街かどで売ら
れるフランスパン（ニャチャン）

➡⓭イギリス統治時代のおもかげを残
すホテル（シンガポール）　東南アジア各地に
は，かつての植民地時代の おもかげ を残す建
物や文化が残っている。写真のラッフルズホ
テル（1887年開業）はイギリス様式の雰

ふん

囲
い

気
き

を残す，シンガポールの歴史的建造物である。

⬇❷東南アジアの
自然環境
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⬇❹タイの水上マーケット（バンコク）　チャオプラヤ川の下流に位置
するバンコクは昔から水上交通が発達し，水上マーケットは市場として
人々の生活を支えてきた。観光地化しているところも多い。

⬇❺大規模な噴火を起こしたブルサン山（フィリピン，ルソン島南部）　フィリ
ピンには写真のブルサン山をはじめ，ピナトゥボ山やマヨン山など，活発な活動を
続ける火山が多く，しばしば大噴火を起こして甚

じん

大
だい

な被害をもたらしている。

⬇❼気候区分からみた東南アジア

〔理科年表 平成28年，ほか〕
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家の出入りには はしご状の階段を使う。
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⬆❿1941年の東南アジア
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ポール，ブルネイ，東ティモールが該

がい
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し，世界最多の
25000以上の島嶼を抱えている。新期造山帯に属し，プレー
トの狭まる境界に位置しているため，インドネシアやフィ
リピンでは火山や地震が多い。

インドシナ半島　インドシナ半島はインドと中国にはさ
まれている地理的特徴から名づけられた。東側は南シナ
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平野を形成しており，昔から稲作がさかんな地域である。
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〔Bangkok and Greater Bangkok，ほか〕
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米の生産が多い地域はど
のような場所か，③・④図から
自然的要因を説明しよう。
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写真の比較とグラフから
読み取れることは何か。この結
果，地球環境にどのような影響
があるだろうか。
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